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製品紹介

１）従来の油圧制御では難しかった，低温・低速回転時におけるエンジンのバルブタイミングの制御が可能

２）油圧で制御していた吸気バルブの開閉タイミングをモータにより直接制御するため，従来に比べきめ細かな吸気バ

ルブの開閉制御が可能となり，高出力・低燃費・低排出ガス化を実現

１）軸受は減速機構部に 2個合せ品と単体品の計 3個が使用されている．2個合せ品は，過大予圧による寿命低下が懸
念されるため，2個合せでの幅寸法調整が必要であるが，本軸受は厳しい工程内管理を行い，3個全て，同仕様にす
ることにより，ランダムな組合せでも使用可能としている．

２）モータシャフトはめあい軸は内径部が異形のため，軸受圧入時，内輪軌道真円度が悪化するので，はめあい軸から

の抜け荷重を考慮した最適な内輪内径寸法公差に設定している．

３）本軸受使用箇所は回転変動が大きく，保持器への負荷が大きい為，保持器を特殊仕様にしている．

電動可変バルブタイミング機構（VVT-iE）用軸受
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自動車エンジンの可変バルブタイミング機構はこ

れまで油圧制御方式であったが，モータ駆動による

電動可変バルブタイミング機構（VVT-iE）が開発
され，実車に採用されている．

本機構に，当社の薄肉軸受 6807-5CS44が使用さ
れているので紹介する．

軸受の特長

電動可変バルブタイミング機構（VVT-iE）の特長
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軸受断面図

減速機構部
（軸受使用箇所）


